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1.  平成24年12月期第3四半期の業績（平成24年1月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第3四半期 31,286 8.9 83 △96.9 △23 ― 563 △63.2
23年12月期第3四半期 28,730 19.6 2,707 40.4 2,586 37.4 1,529 34.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年12月期第3四半期 27.87 ―
23年12月期第3四半期 75.44 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年12月期第3四半期 34,015 11,216 33.0
23年12月期 31,443 11,027 35.1
（参考） 自己資本   24年12月期第3四半期  11,216百万円 23年12月期  11,027百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
   平成23年12月期の期末配当金の内訳 ： 普通配当 7円00銭 記念配当 3円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 5.00 ― 10.00 15.00
24年12月期 ― 5.00 ―
24年12月期（予想） 5.00 10.00

3. 平成24年12月期の業績予想（平成24年 1月 1日～平成24年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,500 9.4 250 △91.9 100 △96.6 600 △65.5 29.77



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期3Q 22,400,000 株 23年12月期 22,400,000 株
② 期末自己株式数 24年12月期3Q 2,413,911 株 23年12月期 2,126,438 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期3Q 20,208,279 株 23年12月期3Q 20,273,603 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料 Ｐ2 「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３） 業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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当第３四半期累計期間(平成24年１月１日～平成24年９月30日)のわが国経済は、東日本大震災の復興

需要等により内需は持ち直してきたものの、欧州の信用不安、新興国経済の減速、米国景気の回復遅

れ、更には領土問題等を背景に世界経済の先行きは一段と不透明感を増してきました。一方、原油相場

は年初から上昇を続け５月を境に下落に転じ第３四半期末には米国WTI原油が90ドル/バレル台、東南ア

ジア産原油が110ドル/バレル台でそれぞれ推移しました。外国為替相場は年初の76円/ドルから円安が

進行し一時83円/ドルをつけたものの、第３四半期末にかけて再び78円/ドル前後で推移しました。な

お、２月２日の徳山工場出火事故による影響で停止中の減圧蒸留装置は第２四半期中に通常運転を再開

しました。

このような状況の中で、ワックス販売は国内販売が８月以降やや伸び悩んできたのに加えて輸出販売

が主力の米国需要の長引く低迷と中国品の攻勢で苦戦を強いられたことから、販売数量では47,425トン

（前年同期比7,215トン減）、販売高では11,924百万円（前年同期比1,031百万円減）の実績となりまし

た。一方、重油販売は火力発電用需要の堅調持続に加え減産分を一部仕入重油の販売で補なった結果、

販売数量では281,655キロリットル（前年同期比34,915キロリットル増）、販売高では19,230百万円

（前年同期比3,512百万円増）の実績となりました。

これにより、当第３四半期累計期間の実績は、前年同期に比較して売上高ではその他商品を含めて

31,286百万円（前年同期比2,556百万円増）、損益面では原料調達コストの上昇や減産・減販に加え棚

卸評価損（203百万円）等の影響により営業損益では83百万円の利益（前年同期比2,624百万円減）にと

どまり、経常損益では23百万円の損失（前年同期比2,610百万円減）となりましたが、四半期純損益で

は出火事故に係る保険金のうち利益保険収入1,000百万円を特別利益に計上したことにより、563百万円

の利益（前年同期比966百万円減）となりました。

  

当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比較して2,572百万円増加の34,015百

万円となりました。これは主として、受取手形及び売掛金の増加額894百万円、たな卸資産の増加額548

百万円、現金及び預金の増加額387百万円に対して、有形固定資産の減少額246百万円等によるもので

す。これに対して負債合計は、前事業年度末に比較して2,384百万円増加の22,799百万円となりまし

た。これは主として短期借入金の増加額3,209百万円、長期借入金の増加額718百万円に対して、未払法

人税等の減少額789百万円等によるものです。また、純資産合計は、前事業年度末に比較して188百万円

増加の11,216百万円となりました。これは主として利益剰余金の増加額259百万円によるものです。

通期の業績予想につきましては、本日（平成24年10月30日）別途発表の「平成24年12月期通期業績予

想の修正および期末配当予想の修正に関するお知らせ」のとおり修正いたしました。

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報

（２）財政状態に関する定性的情報

（３）業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

（追加情報）

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４

日）を適用しております。

該当事項はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期財務諸表
（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,512 1,900

受取手形及び売掛金 4,869 5,764

商品及び製品 5,554 5,898

原材料及び貯蔵品 3,894 4,099

前払費用 115 98

繰延税金資産 169 203

その他 234 1,265

貸倒引当金 △6 △5

流動資産合計 16,343 19,225

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 884 904

構築物（純額） 941 877

機械及び装置（純額） 2,702 2,416

土地 9,307 9,409

建設仮勘定 104 125

その他（純額） 377 336

有形固定資産合計 14,316 14,070

無形固定資産 329 295

投資その他の資産 453 423

固定資産合計 15,099 14,790

資産合計 31,443 34,015

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,425 3,488

短期借入金 6,416 9,625

未払金 696 1,473

未払法人税等 870 80

預り金 551 433

賞与引当金 41 121

修繕引当金 175 100

設備関係支払手形 439 16

その他 183 183

流動負債合計 13,798 15,523

固定負債

長期借入金 3,049 3,767

リース債務 46 38

再評価に係る繰延税金負債 3,053 3,053

退職給付引当金 281 242

その他 185 173

固定負債合計 6,616 7,276

負債合計 20,415 22,799
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,120 1,120

資本剰余金 14 14

利益剰余金 4,883 5,142

自己株式 △532 △597

株主資本合計 5,484 5,678

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △24 △29

土地再評価差額金 5,566 5,566

評価・換算差額等合計 5,542 5,537

純資産合計 11,027 11,216

負債純資産合計 31,443 34,015
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（２）四半期損益計算書
第３四半期累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日)

売上高 28,730 31,286

売上原価 24,221 29,476

売上総利益 4,508 1,809

販売費及び一般管理費 1,801 1,726

営業利益 2,707 83

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 4 5

受取賃貸料 113 154

その他 35 88

営業外収益合計 153 248

営業外費用

支払利息 150 168

為替差損 3 8

固定資産賃貸費用 106 157

その他 13 20

営業外費用合計 274 354

経常利益又は経常損失（△） 2,586 △23

特別利益

受取保険金 － 1,000

特別利益合計 － 1,000

特別損失

固定資産除却損 12 21

減損損失 0 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 5 －

特別損失合計 17 21

税引前四半期純利益 2,568 955

法人税等 1,039 392

四半期純利益 1,529 563
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該当事項はありません。

     前第３四半期累計期間(自 平成23年１月１日  至 平成23年９月30日) 

当社は、石油精製及び石油製品の販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

     当第３四半期累計期間(自 平成24年１月１日  至 平成24年９月30日) 

当社は、石油精製及び石油製品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

該当事項はありません。

該当事項はありません。

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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